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第
四
節 

弥 

生 

時 

代 

 
原
始
時
代
の
最
後
の
時
期
、
即
ち
縄
文
時
代
に
続
く
時
代
に
弥
生
時
代
と
名
づ
け
ら
れ
た
時
代
が
あ
る
。
こ
の
弥
生
時
代
は
生
活
・

文
化
の
上
で
歴
史
時
代
へ
の
夜
明
け
の
時
期
と
で
も
い
え
る
時
代
で
あ
り
、
既
述
の
縄
文
時
代
が
土
器
、
石
器
を
利
用
し
、
自
然
の

食
料
を
採
集
し
て
生
活
し
た
時
代
で
あ
っ
た
の
に
比
し
て
著
し
い
変
化
を
見
せ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
主
な
る
も
の
は
先
ず
第
一
に

稲
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
こ
と
、
即
ち
自
然
物
の
採
集
の
段
階
か
ら
飛
躍
的
に
前
進
し
、
農
耕
に
よ
る
生
活
が
始
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
農
耕
生
活
に
つ
い
て
は
、
縄
文
時
代
に
既
に
そ
の
き
ざ
し
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
稲
の
栽
培
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
弥
生
時
代
で
あ
る
。
第
二
は
生
活
用
具
の
う
ち
主
要
な
道
具
で
あ
る
石
器
に
代
っ
て
、
銅
器
・
鉄
器
が
入
っ

て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
殊
に
鉄
器
は
そ
の
性
質
上
石
器
よ
り
は
は
る
か
に
優
れ
て
お
り
、
弥
生
時
代
後
期
に
は
石
器
の
出
土
が
少
な

く
な
っ
て
く
る
。 

昭
和
四
十
七
年
八
月
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
報
道
機
関
は
、
中
国
に
於
け
る
古
墳
発
掘
に
つ
い
て
驚
く
べ
き
事
実
を
知
ら
せ
た
。
そ

れ
は
湖
南
省
長
沙
市
で
、
前
漢
時
代
に
長
沙
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
軑
侯
の
室
の
墓
で 

 
 

 

、
こ
の
墓
か
ら
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
は

女
性
の
屍
体
、
棺
、
絹
織
物
、
漆
器
、
木
竹
器
、
陶
器
な
ど
で
そ
の
殆
ん
ど
が
完
全
な
状
態
で
あ
る
と
云
い
、
女
性
の
屍
体
に
つ
い

て
は
五
十
才
前
後
で
腐
乱
せ
ず
、
指
で
体
の
一
部
を
押
す
と
元
の
状
態
に
戻
る
弾
力
が
残
っ
て
い
た
。
今
よ
り
、
約
二
、
一
〇
〇
年

も
前
の
屍
体
が
腐
り
も
せ
ず
現
代
人
の
眼
の
前
に
姿
を
現
わ
す
保
存
の
よ
さ
、
数
々
の
副
葬
品
が
示
す
高
度
の
技
術
や
文
化
程
度
に

は
ま
っ
た
く
驚
嘆
す
る
。 

又
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
に
は
、
先
の
墳
墓
に
隣
接
す
る
墓
の
発
掘
で
絹
地
に
墨
書
し
た
長
大
な
「
帛
書
」
が
出
土
し
た
こ
と
が

報
道
さ
れ
た 

 
 

。 

紀
元
前

一
八
〇
年

十
万 

字 
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こ
れ
は
当
時
の
中
国
の
文
化
水
準
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
頃
の
日
本
の
状
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
頃

日
本
は
歴
史
の
曙

．
．
．
．
の
時
代
で
、「
弥
生
時
代
」
前
期
に
当
る
。
こ
の
驚
く
べ
き
中
国
の
高
度
な
文
化
は
一
度
に
日
本
に
押
し
よ
せ
て
は

来
ず
、
弥
生
文
化
発
生
の
地
と
言
わ
れ
る
九
州
方
面
に
、
南
朝
鮮
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
近
似
す
る
遺
物
が
見
ら
れ
る 

 
 

 
 

。 

弥
生
文
化
の
伝
播
は
西
方
地
区
か
ら
徐
々
に
中
国
、
近
畿
、
東
海
、
関
東
、
東
北
へ
と
進
み
、
東
北
地
方
の
弥
生
文
化
の
初
期
は
、

日
本
全
体
の
弥
生
式
文
化
の
中
期
に
当
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
東
北
地
方
に
お
け
る
弥
生
式
土
器
は
、
縄
文
式
土
器
の

伝
統
が
強
く
残
っ
て
い
て
、
全
国
的
な
時
期
区
分
で
の
弥
生
式
文
化
前
期
の
も
の
は
波
及
し
て
い
な
い
と
み
ら
れ
て
い
る
。 

当
地
方
と
し
て
は
遺
物
は
皆
無
に
近
い
の
で
あ
る
が
、
弥
生
時
代
と
し
て
の
一
般
的
な
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。 

 

１ 

農 

耕 

具 

 

弥
生
文
化
の
特
徴
と
し
て
農
耕
・
稲
作
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
当
然
こ
れ
に
必
要
な
農
具
が
発
達
し
た
わ
け
で
あ
る
。
農
耕
に

と
っ
て
も
っ
と
も
必
要
な
も
の
は
、
く
わ
．
．
と
す
き
．
．
で
あ
る
。
く
わ
及
び
す
き
の
形
は
今
日
の
も
の
に
似
て
い
る
が
、
刃
先
ま
で
木
製

で
、
材
質
は
ア
カ
ガ
シ
、
イ
チ
イ
ガ
シ
、
シ
ラ
カ
シ
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
。
く
わ
に
は
平
ぐ
わ
、
ま
た
ぐ
わ
が
あ
る
。
そ
の
他
の
農

耕
具
で
は
、 

ふ
ぐ
し･
･
･

先
に
へ
ら
形
の
刃
を
つ
け
た
簡
単
な
掘
棒
。 

フ
ォ
ー
ク
形
木
器･

･
･

今
日
の
も
の
と
同
様
で
木
製
。 

え
ぶ
り･

･
･

水
田
の
高
低
を
な
ら
す
道
具
。 

大
足･

･
･

苗
代
や
本
田
に
青
草
や
堆
肥
を
埋
め
こ
む
。 

『
日
本
の
考
古

学
』
弥
生
編
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田
下
駄･

･
･

稲
刈
な
ど
に
は
く
。 

田
舟･

･
･

運
搬
用
具
（
苗
、
稲
、
土
、
堆
肥
を
運
ぶ
）
。 

石
庖
丁･

･
･

中
国
北
部
、
朝
鮮
か
ら
我
が
国
ま
で
分
布
す
る
東
ア
ジ
ア
新
石
器
時
代
文
化
を
特
徴
づ
け
る
磨
製
石
器
で
あ
る
。
稲
穂 

を
摘
む
時
に
用
い
る
。 

鎌･
･
･

鉄
製
で
九
州
方
面
に
多
い
。
石
鎌
も
見
ら
れ
る
。 

 

２ 

石
器
、
紡
織
具
、
土
器
、
青
銅
器 

 

縄
文
時
代
に
続
く
時
代
で
あ
る
だ
け
に
、
縄
文
時
代
に
用
い
ら
れ
た
各
種
の
石
器
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
鉄
器
が
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
其
の
数
が
減
少
し
て
い
る
。
石
斧
な
ど
の
場
合
は
用
途
に
応
じ
て
効
果
的
に
改
良
さ
れ
る
。
石
斧
・
石
鏃
・

石
庖
丁
・
石
鎌
・
環
状
石
斧
・
石
錘 

 
 

・
石
錐
・
石
槍
等
が
使
用
さ
れ
た
。 

縄
文
時
代
の
土
器
に
布
目
の
圧
痕
が
発
見
さ
れ
、
わ
が
国
の
機
織
は
、
特
に
九
州
で
は
縄
文
時
代
晩
期
に
存
在
し
た
と
さ
れ
る
が
、

弥
生
時
代
に
な
る
と
紡
織
具
が
発
明
さ
れ
、
広
く
機
織
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
繊
維
に
は
草
皮
系
と
樹
皮
系
が
あ
り
、

草
皮
系
に
は
苧か

ら

麻む
し

・
蕁い

ち

麻く
さ

・
大
麻

た

い

ま

・
葛く

ず

・
イ
チ
ビ
な
ど
が
あ
り
、
樹
皮
系
で
は
カ
ジ
ノ
キ
・
楮
・
藤
・
オ
ヒ
ョ
ー
・
シ
ナ
ノ
キ
な
ど

が
あ
る
。 

生
活
用
具
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
に
土
器
と
木
器
が
あ
る
。
土
器
は
縄
文
時
代
か
ら
主
要
な
生
活
用
具
で
あ
っ
て
、
壺
・
甕
・

鉢
・
高
坏

た
か
つ
き

な
ど
が
あ
る
。
土
器
は
時
期
に
よ
っ
て
又
地
域
に
よ
っ
て
、
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。 

木
器
は
性
質
上
腐
敗
し
易
い
の
で
、
発
掘
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
。
縄
文
時
代
に
も
既
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
用
途
は
先

お
も

り
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に
述
べ
た
農
耕
具
の
外
は
、
什
器
で
あ
る
。 

鉄
器
と
共
に
青
銅
器
を
使
用
し
た
の
が
弥
生
時
代
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
、
矛ほ

こ

・
剣
な
ど
が
あ
り
、
特
に
銅
鐸
が
有
名
で

あ
る
。 

 
３ 
埋
葬
と
祭
祀 

 

こ
の
時
代
の
死
者
を
葬
る
形
は
縄
文
時
代
か
ら
の
共
通
様
式
も
認
め
ら
れ
る
が
、
時
期
や
地
域
に
よ
っ
て
差
が
見
ら
れ
る
。
そ
の

墳
墓
形
式
に
は
甕
棺
墓
、
土
□
墓
、
箱
式
石
棺
墓
、
支
石
墓
、
配
石
墓
、
木
棺
墓
な
ど
が
あ
っ
て
、
血
縁
的
共
同
体
を
基
礎
と
し
た

共
同
墓
地
で
あ
る
。 

副
葬
品
は
多
く
、
青
銅
器
の
鏡
・
矛ほ

こ

・
戈ほ

こ

・

釧
う
で
わ

・
鋤
先
・
鍑か

ま

。
鉄
器
の
刀
・
剣
・
戈
・
矛
・
釧
・
鏃
。
玉
類
で
は
璧た

ま

・
勾
玉

ま
が
た
ま

・
管

玉
・
丸
玉
・
小
玉
・
棗
玉

な

つ

め

・
釧
。
貝
製
品
で
は
腕
輪
・
指
輪
・
彫
画
貝
製
品
・
垂
飾
品
・
貝
坏
な
ど
、
又
、
骨
角
器
・
石
器
・
土
器

が
あ
る
。 

縄
文
時
代
の
祭
祀
と
信
仰
が
自
然
崇
拝
を
母
胎
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
採
集
経
済
に
依
存
し
た
狩
猟
漁
撈
生
活
の
中
か
ら
生
み
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
弥
生
時
代
に
な
っ
て
か
ら
農
耕
稲
作
と
い
う
画
期
的
な
変
化
に
伴
っ
て
、
質
的
に
異
っ
た
も
の
に
な
っ
て

い
っ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
弥
生
時
代
の
特
異
な
存
在
と
見
ら
れ
て
い
る
銅
鐸
は
祭
祀
・
信
仰
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る

が
、
関
東
以
西
か
ら
多
く
発
見
さ
れ
て
お
り
、
東
北
地
方
か
ら
の
出
土
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。 

弥
生
時
代
の
住
居
・
集
落
に
つ
い
て
は
農
耕
・
稲
作
の
導
入
に
よ
る
変
化
と
し
て
共
同
作
業
的
な
も
の
、
収
穫
の
保
存
貯
蔵
と
い

っ
た
よ
う
な
も
の
の
た
め
に
、
そ
れ
に
対
応
し
た
形
態
と
構
造
が
見
ら
れ
る 

 
 

 

。 
米

沢

八

幡

原

遺

跡
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４ 

白
鷹
町
の
弥
生
時
代 

 
東
北
地
方
の
弥
生
時
代
は
、
日
本
全
体
か
ら
見
る
と
中
期
が
そ
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
中
国
や
朝
鮮
の
大
陸
の
影
響
を
受
け

て
九
州
地
方
か
ら
始
ま
っ
た
弥
生
文
化
が
、
こ
の
東
北
地
方
ま
で
及
ぶ
に
は
相
当
の
時
間
を
要
し
た
こ
と
に
な
る
。
東
北
地
方
で
米

作
り
が
始
ま
っ
た
の
は
西
日
本
よ
り
少
く
と
も
二
、
三
百
年
後
の
こ
と
で
、
二
、
〇
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
あ
る
。
山
形
県
内
に

於
け
る
弥
生
時
代
の
遺
跡
は
、
現
在
ま
で
三
〇
ヵ
所
余
り
見
つ
か
っ
て
い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

。 

こ
の
時
代
の
米
作
り
は
低
湿
地
米
作
で
、
自
然
の
流
水
を
利
用
し
た
低
地
で
湿
地
帯
を
選
ぶ
。
米
作
に
つ
い
て
は
土
器
に
つ
け
ら

れ
た
籾
痕
・
籾
・
焼
米
、
水
田
耕
作
の
た
め
の
農
具
・
藁
束
な
ど
の
出
土
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
置
賜
盆
地
特
に
米
沢
、
高
畠
方

面
で
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
堂
森
遺
跡
で
は
籾
痕
の
あ
る
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
先
述
の
ご
と
く
昭

和
四
十
九
年
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
八
幡
原
遺
跡
調
査
で
も
弥
生
期
の
土
□
が
発
見
さ
れ
た
。 

白
鷹
町
に
於
け
る
弥
生
時
代
の
痕
跡
は
極
め
て
乏
し
く
、
荒
砥
深
山

し
ん
ざ
ん

で
天
王
山
式
と
称
せ
ら
れ
る
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
に
す

ぎ
な
い 

 
 

 

。
天
王
山
式
土
器
は
東
北
地
方
南
部
で
は
最
も
新
し
い
も
の
で
、
西
暦
三
世
紀
頃
の
弥
生
式
土
器
で
あ
る
。
県
内

で
こ
れ
と
同
じ
型
式
の
土
器
は
高
畠
町
観
音
岩
洞
穴
、
山
形
市
隔
間
場
岩
陰
、
同
市
向
山
、
朝
日
村
越
中
山
な
ど
で
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
、
寒
河
江
市
石
田
を
除
い
て
い
ず
れ
も
沖
積
低
地
よ
り
一
段
高
い
山
地
、
或
い
は
丘
陵
に
あ
り
、
加
藤
稔
氏 

 
 

は
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
て
い
る
。 

「
天
王
山
式
土
器
を
も
っ
た
集
団
は
低
湿
地
の
桜
井
式
土
器
を
も
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
は
別
に
、
縄
文
以
来
の
山
棲
み
の
伝
統
を
有

し
、
焼
畑
に
よ
る
陸
稲
耕
作
と
狩
猟
と
を
生
業
と
し
た
一
団
で
は
な
か
っ
た
か
。
彼
等
こ
そ
東
北
古
代
の
蝦
夷
の
先
祖
で
は
あ
る
ま

い
か
。
」 

赤
塚
長
一
郎
「
最
上
川
中
流
部
の
初
期
弥
生

文
化
」｢

山
形
県
の
考
古
と
歴
史｣

所
収

山

形 

大

学

蔵 

山

形

大 

学

講

師 

山

形

新

聞

昭

和

四 

十

六

年

一

月

十

八

日 
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今
後
白
鷹
町
内
の
弥
生
時
代
遺
跡
の
発
見
に
つ
い
て
は
、
低
湿
地
稲
作
と
高
地
耕
作
と
に
留

意
す
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。
本
町
で
弥
生
時
代
の
遺
跡
に
関
し
て
も
う
一
つ
注
意
し
て
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
蚕
桑
地
区
金
沢
寺
と
三
浦
文
吉
氏 

 
 

所
有
の
ア
メ
リ
カ
鏃
で
あ

る
。
こ
れ
は
基
部
の
両
側
に
抉
り
の
あ
る
も
の
で
、
こ
の
種
の
鏃
は
多
く
弥
生
期
の
遺
跡
か
ら

出
土
す
る
。
然
る
に
、
共
に
こ
の
ア
メ
リ
カ
石
鏃
は
出
所
、
年
月
が
不
明
で
あ
り
、
旦
縄
文
時

代
の
石
器
と
混
合
さ
れ
て
い
て
弥
生
期
の
も
の
で
あ
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
金

沢
寺
蔵
の
土
器
、
石
器
は
ほ
と
ん
ど
同
寺
附
近
か
ら
集
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
八
幡
遺
跡
、

飯
詰
遺
跡
、
中
町
西
遺
跡
の
何
れ
か
で
は
な
い
か
と
考
え
得
る
。
若
し
こ
の
推
測
が
当
っ
て
お

れ
ば
こ
れ
ら
の
三
遺
跡
の
中
に
弥
生
期
、
或
い
は
そ
れ
に
近
い
遺
跡
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。 

荒 
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